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一定
家
の
「
韻
字
四
季
歌
」
は
「
定
家
卿
独
吟
詩
歌
」（
注
１
）
と
も
呼
ば
れ
、
建
保
六
（
一
二
一
八
）
年
春
頃
の
制
作
で
あ
る
。
内
裏
の
詩
会
で
韻
字
を
給
わ
っ
た
こ
と
を
聞
い
て
定
家
が
自
ら
試
み
た
も
の
で
、
五
十
七
歳
の
作
で
あ
る
。「
韻
字
四
季
歌
」
は
七
言
二
句
の
詩
と
同
韻
の
歌
を
対
に
し
て
、
十
六
の
韻
字
を
四
首
換
韻
で
押
韻
し
た
四
季
題
の
六
十
四
首
で
あ
る
。
定
家
は
こ
れ
を
順
徳
院
の
天
覧
に
供
し
、
詩
は
九
条
良
輔
の
点
を
請
け
て
い
る
。
作
詩
の
際
に
用
い
る
韻
字
を
歌
に
試
み
た
も
の
と
し
て
は
、
建
久
七
（
一
一
九
六
）
年
良
経
第
で
詠
ん
だ
「
韻
歌
百
二
十
八
首
和
歌
」
が
あ
り
、
詩
句
を
題
に
し
た
も
の
に
「
文
集
百
首
」
が
あ
る
が
、
自
作
の
詩
と
歌
を
対
に
し
た
も
の
は
こ
れ
だ
け
で
あ
る
。『
拾
遺
愚
草
員
外
雑
歌
』
に
次
の
よ
う
な
詞
書
を
伴
な
っ
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。
建
保
五
年
の
事
に
や
、
内
裏
に
此
韻
の
字
を
人
人
た
ま
は
り
て
詩
を
つ
く
る
と
つ
た
へ
き
き
て
、
つ
れ
づ
れ
な
り
し
か
ば
歌
に
も
な
り
な
む
や
と
心
み
に
か
き
な
ら
べ
て
見
侍
り
し
い
た
づ
ら
ご
と
を
お
も
ひ
い
で
て
か
き
つ
く
「
韻
歌
百
二
十
八
首
和
歌
」
は
『
拾
遺
愚
草
』
中
巻
冒
頭
に
置
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
こ
の
「
韻
字
四
季
歌
」
は
『
拾
遺
愚
草
員
外
雑
歌
』
の
最
後
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
「
韻
字
四
季
歌
」
の
制
作
年
時
で
あ
る
が
、
詞
書
に
「
建
保
五
年
の
事
に
や
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
定
家
の
記
憶
違
い
で
は
な
か
ろ
う
か
。
石
田
吉
貞
、
久
保
田
淳
は
六
年
春
で
あ
る
と
し
て
い
る
（
注
２
）
。
そ
の
内
裏
の
詩
会
と
い
う
の
は
『
順
徳
院
御
記
』
建
保
六
年
の
条
に
、
□
午
。
雨
雪
交
下
。
今
夜
有
作
文
。
人
々
参
院
尊
勝
陀
羅
尼
。
供
養
後
参
。
兼
置
文
台
。
或
硯
蓋
也
。
而
只
用
文
台
常
事
也
。
次
第
置
詩
。
次
立
切
灯
台
並
円
座
。
一
講
師
、
一
読
師
、
左
大
臣
為
読
師
。
仍
左
大
弁
定
高
、
進
膝
下
重
之
。
講
師
頼
資
。
予
講
師
為
長
卿
。
事
了
人
々
退
。
今
夜
人
々
詩
頗
秀
句
少
々
有
歟
。
（
中
略
）
順
徳
院
御
記
詩
歌
事
（
注
３
）
。
と
あ
る
の
に
該
当
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
月
日
は
欠
け
て
い
る
が
「
雨
雪
交
下
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
時
期
が
早
春
で
あ
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
読
師
を
勤
め
た
左
大
臣
九
条
良
輔
は
兼
実
の
三
男
で
、
定
家
は
「
韻
字
四
季
歌
」
の
点
を
請
う
て
い
る
。
頼
資
が
講
師
を
勤
め
、『
文
鳳
抄
』
の
作
者
菅
原
為
長
も
講
師
で
並
ん
─ 75 ─
定
家
の
韻
字
四
季
歌
（
一
）
赤
　
羽
　
　
　
淑
清心語文　第４号　2002年８月　ノートルダム清心女子大学日本語日本文学会
で
い
る
。
建
保
六
年
は
、
八
月
十
三
日
に
中
殿
御
会
が
あ
り
、
定
家
は
講
師
を
勤
め
た
。
定
家
は
ま
た
十
月
に
道
助
法
親
王
五
十
首
和
歌
を
詠
じ
て
お
り
、
慈
円
の
勧
め
に
よ
り
「
文
集
百
首
」
を
詠
ん
だ
の
も
こ
の
年
で
あ
る
。
建
久
期
に
良
経
第
で
試
み
た
「
韻
歌
百
二
十
八
首
和
歌
」
を
中
巻
冒
頭
に
置
い
た
よ
う
に
、
定
家
は
こ
の
建
保
六
年
の
「
韻
字
四
季
歌
」
に
特
別
の
思
い
入
れ
が
あ
っ
て
『
員
外
雑
歌
』
の
最
後
に
置
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
石
川
常
彦
は
『
拾
遺
愚
草
員
外
』
に
晩
年
の
懐
旧
の
情
を
認
め
て
い
る
（
注
４
）
。
『
拾
遺
愚
草
』
上
中
下
は
、
建
保
四
（
一
二
一
六
）
年
に
い
っ
た
ん
成
っ
て
お
り
、
そ
の
後
増
補
さ
れ
て
天
福
元
（
一
二
三
三
）
年
十
月
、
出
家
直
後
に
完
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
拾
遺
愚
草
員
外
雑
歌
』
の
成
立
に
つ
い
て
兼
築
信
行
は
、
そ
の
前
半
「
十
三
首
哥
」
ま
で
を
第
一
次
本
と
し
て
、
正
編
と
は
別
冊
と
い
う
形
で
成
立
し
、「
文
集
百
首
」
・
「
四
季
題
百
首
」
・
「
韻
字
四
季
歌
」
は
、
の
ち
に
増
補
さ
れ
た
歌
群
で
あ
っ
て
、『
拾
遺
愚
草
員
外
雑
歌
』
の
第
二
次
本
で
あ
る
と
言
っ
て
お
り
、
久
保
田
淳
も
そ
れ
に
つ
い
て
異
論
が
な
い
（
注
５
）
。『
新
編
国
歌
大
観
』
の
底
本
に
な
っ
た
御
所
本
六
家
集
本
の
目
録
に
は
「
文
集
百
首
」
の
右
肩
に
小
字
で
「
後
書
加
」
と
あ
る
。
た
し
か
に
前
半
部
分
の
「
一
字
百
首
」
・
「
一
句
百
首
」
・
「
伊
呂
波
四
十
七
首
」
な
ど
建
久
期
の
歌
と
建
保
四
年
以
後
に
詠
ま
れ
た
「
文
集
百
首
」
・
「
四
季
題
百
首
」
・
「
韻
字
四
季
歌
」
な
ど
の
歌
に
は
あ
き
ら
か
な
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
三
つ
の
作
品
は
、
建
保
四
年
二
月
に
『
定
家
卿
百
番
自
歌
合
』
を
ま
と
め
、
三
月
に
『
拾
遺
愚
草
』
正
編
上
中
下
を
編
纂
し
た
後
に
詠
ま
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
の
代
表
作
や
秀
歌
を
自
歌
合
と
家
集
と
い
う
形
で
集
大
成
し
た
後
の
作
で
あ
る
。「
韻
字
四
季
歌
」
を
と
く
に
「
員
外
雑
歌
」
の
最
後
に
加
え
た
の
に
は
、
順
徳
院
歌
壇
へ
の
懐
旧
の
念
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
良
経
を
中
心
と
し
て
、
詩
人
と
歌
人
が
研
を
競
い
、
凌
ぎ
を
削
っ
て
詩
歌
を
詠
み
合
っ
た
建
久
期
の
再
来
の
よ
う
な
熱
気
が
あ
っ
た
。
若
い
順
徳
院
を
良
経
の
息
子
の
道
家
ら
が
盛
り
上
げ
、
定
家
は
す
で
に
指
導
的
立
場
に
あ
っ
た
。
承
久
の
乱
に
よ
っ
て
そ
れ
は
打
ち
砕
か
れ
た
の
で
あ
る
が
、
晩
年
の
定
家
は
こ
の
時
期
を
な
つ
か
し
く
回
想
し
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
と
と
も
に
こ
の
時
期
は
定
家
の
歌
風
に
と
っ
て
も
重
要
な
転
換
期
で
も
あ
っ
た
。
二
「
韻
字
四
季
歌
」
は
内
裏
の
詩
会
で
順
徳
院
か
ら
十
六
の
韻
字
を
給
わ
っ
た
の
を
聞
い
て
、
そ
の
韻
字
で
詩
を
作
り
、
同
じ
漢
字
を
歌
の
末
句
に
も
並
べ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
歌
に
お
い
て
漢
字
は
音
読
さ
れ
な
い
の
で
音
韻
的
効
果
は
な
い
。
と
す
れ
ば
定
家
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
試
み
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
そ
の
試
み
は
ど
の
よ
う
な
成
果
を
こ
の
「
韻
字
四
季
歌
」
と
い
う
作
品
に
も
た
ら
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
「
韻
字
四
季
歌
」
に
お
い
て
、
詩
と
歌
は
ど
の
よ
う
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
の
か
、
そ
し
て
詩
は
歌
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
関
係
を
も
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。「
文
集
百
首
」
に
お
い
て
は
『
白
氏
文
集
』
の
詩
句
は
題
の
役
割
を
担
い
、
詩
句
も
五
言
・
七
言
と
り
ま
ぜ
て
、
句
数
も
一
句
か
ら
七
句
ま
で
と
い
う
よ
う
に
一
定
し
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
「
韻
字
四
季
歌
」
は
定
家
自
作
の
七
言
二
句
と
歌
一
首
が
同
韻
で
並
ん
で
い
る
。
詩
句
は
歌
に
対
し
て
題
ほ
ど
の
規
制
力
を
持
っ
て
い
な
い
が
、
─ 76 ─
詩
と
同
時
に
制
作
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
歌
の
構
想
の
枠
を
広
げ
、
発
想
や
文
体
を
変
え
、
伝
統
に
拘
束
さ
れ
な
い
自
由
な
詩
想
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
春
の
冒
頭
四
首
を
あ
げ
て
韻
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。
芳
節
愛
来
望
帝
畿
、
先
花
照
耀
是
春
衣
梅
が
え
の
う
つ
す
匂
は
う
す
か
ら
じ
　
霞
は
よ
わ
き
は
る
の
衣
に
（
春
　
六
〇
七
）
渓
嵐
吹
浪
冬
氷
尽
、
山
気
帯
霞
晩
月
微
た
れ
か
又
花
を
お
そ
し
と
し
ら
せ
ま
し
　
春
を
を
し
ふ
る
鳥
な
か
り
せ
ば
（
同
　
六
〇
八
）
宿
雪
猶
封
松
葉
重
、
早
梅
纔
綻
鳥
声
稀
春
と
だ
に
ま
だ
し
ら
雪
の
ふ
か
け
れ
ば
　
山
路
と
ひ
く
る
人
ぞ
ま
れ
な
る
（
同
　
六
〇
九
）
閑
眠
徒
負
南
簷
日
、
賓
雁
従
今
欲
北
飛
谷
ふ
か
く
鶯
さ
そ
ふ
春
風
に
　
ま
づ
花
の
か
や
雲
に
と
ぶ
ら
ん（同
　
六
一
〇
）
第
一
首
「
春
衣
」
と
「
は
る
の
衣
に
」
が
同
韻
で
、
第
二
首
「
晩
月
微
」
と
「
鳥
な
か
り
せ
ば
」、
第
三
首
「
鳥
声
稀
」
と
「
人
ぞ
ま
れ
な
る
」、
第
四
首
「
欲
北
飛
」
と
「
雲
に
と
ぶ
ら
ん
」
の
衣
・
微
・
稀
・
飛
が
と
も
に
平
声
の
上
声
「
微
」
の
平
字
で
あ
る
。
第
二
首
だ
け
が
は
っ
き
り
し
な
い
が
、「
微
」
の
な
か
に
「
な
い
」
と
い
う
意
味
も
含
ま
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
同
じ
漢
字
を
並
べ
、
同
じ
季
節
を
取
り
上
げ
て
い
る
が
、
詠
ま
れ
て
い
る
風
物
や
事
柄
は
、
詩
と
歌
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
世
界
を
保
ち
、
か
な
り
自
由
な
構
想
で
詠
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
歌
の
方
か
ら
み
る
と
、
漢
詩
二
句
が
先
行
し
て
い
る
の
で
、
当
然
、
漢
詩
的
発
想
や
表
現
な
ど
の
影
響
を
受
け
て
お
り
、
ま
た
韻
を
揃
え
る
た
め
に
漢
字
を
使
っ
て
い
る
の
で
、
漢
語
特
有
の
表
現
効
果
も
み
ら
れ
、
そ
れ
ら
が
相
俟
っ
て
新
し
い
和
歌
表
現
を
生
み
出
し
て
い
る
。
第
一
首
「
は
る
の
衣
に
」
と
い
う
詞
自
体
が
新
し
い
が
、
倒
置
法
で
格
助
詞
「
に
」
で
止
め
る
の
は
ま
さ
に
漢
文
訓
読
の
文
体
で
あ
る
。
ま
た
第
四
首
「
北
飛
」
は
次
に
あ
げ
る
よ
う
に
雁
が
北
に
飛
ぶ
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
対
し
て
「
花
の
か
や
雲
に
と
ぶ
ら
ん
」
と
表
現
し
、
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
構
想
と
な
っ
て
い
る
。
万
里
人
南
去
（
ば
ん
り
に
ひ
と
み
な
み
に
さ
る
）
三
春
雁
北
飛
（
さ
ん
し
ゆ
ん
に
か
り
き
た
に
と
ぶ
）
不
知
何
歳
月
（
し
ら
ず
い
づ
れ
の
せ
い
ぐ
ゑ
つ
に
か
）
得
与
汝
同
帰
（
な
ん
ぢ
と
お
な
じ
く
か
へ
る
こ
と
を
え
む
）
（
和
漢
朗
詠
・
上
・
雁
付
帰
雁
・
三
一
七
　
『
文
苑
英
華
』）
ま
ず
、
韻
字
を
見
て
み
よ
う
。
春
二
十
首
が
・
微
・
真
・
侵
・
先
・
麻
の
五
韻
、
夏
十
二
首
が
塩
・
支
・
肴
の
三
韻
、
秋
二
十
首
が
支
・
斉
・
寒
・
歌
・
尤
の
五
韻
、
冬
十
二
首
が
冬
・
虞
・
覃
の
三
韻
の
計
六
十
四
首
を
、
四
首
換
韻
で
十
六
の
平
声
で
揃
え
て
い
る
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
春
衣
・
微
・
稀
・
飛
―
。
新
・
塵
・
春
・
人
―
。
尋
・
岑
・
深
・
心
―
。
圓
・
天
・
年
・
辺
―
。
霞
・
家
・
花
・
斜
―
。
麻
先
侵
真
微
─ 77 ─
夏
瞻
・
簾
・
繊
・
添
―
。
知
・
枝
・
池
・
施
―
。
嘲
・
交
・
梢
・
抛
―
。
秋
詩
・
時
・
遅
・
滋
―
。
渓
・
西
・
低
・
携
―
。
寒
・
端
・
残
・
蘭
―
。
過
・
多
・
波
・
歌
―
。
幽
・
舟
・
秋
・
遊
―
。
冬
冬
・
鐘
・
松
・
蹤
―
。
娯
・
鳧
・
無
・
殊
―
。
堪
・
三
・
嵐
・
談
―
。
こ
の
よ
う
に
整
然
と
平
字
が
並
び
、
押
韻
さ
れ
て
い
る
が
、
一
箇
所
だ
け
テ
キ
ス
ト
間
に
書
写
の
過
程
で
異
同
が
生
じ
て
い
る
。
次
の
峰
と
い
う
字
で
あ
る
。
暫
難
瑩
鏡
花
零
水
、
先
欲
背
灯
月
出
峰
お
ほ
空
の
ま
こ
と
の
雲
も
匂
ふ
ら
ん
花
に
あ
ま
ね
き
三
吉
野
の
峰
（
春
　
六
一
六
）
『
新
編
国
歌
大
観
』
で
は
「
峰
」
と
あ
り
、「
峰
」
の
韻
字
は
。で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
の
韻
字
は
。で
あ
る
の
で
、「
岑
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。『
続
国
歌
大
観
』
所
収
板
本
六
家
集
本
お
よ
び
『
続
群
書
類
従
』
所
収
「
定
家
卿
独
吟
詩
歌
」
は
「
岑
」
で
あ
る
。
京
都
女
子
大
学
図
書
館
蔵
吉
沢
文
庫
本
も
「
岑
」
と
あ
り
、
早
稲
田
大
学
図
書
館
蔵
本
も
「
岑
」
で
あ
る
（
注
６
）
。『
私
家
集
大
成
』
と
『
新
編
国
歌
大
観
』
の
底
本
で
あ
る
書
陵
部
蔵
御
所
本
六
家
集
本
に
は
「
峯
」
と
あ
り
、
名
古
屋
大
学
蔵
来
田
本
も
同
じ
く
「
峯
」
と
あ
る
。『
員
外
雑
歌
』
の
自
筆
本
が
欠
け
て
い
る
現
在
で
は
こ
の
よ
う
な
書
写
の
実
態
が
、
定
家
の
韻
字
使
用
の
意
図
を
書
写
者
が
ど
れ
だ
け
理
解
し
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
に
な
り
、
し
い
て
は
よ
い
テ
キ
ス
ト
か
ど
う
か
を
見
る
目
安
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。
同
じ
「
み
ね
」
と
い
う
訓
で
あ
っ
て
も
「
峯
」
と
「
岑
」
で
は
意
味
が
異
な
り
、「
峯
」
は
「
山
の
頂
」
で
あ
り
、「
岑
」
は
「
小
さ
く
高
い
山
」
で
あ
る
。
漢
字
は
そ
の
字
固
有
の
意
味
と
具
象
性
を
有
し
て
お
り
、
漢
字
一
字
で
和
語
の
一
文
に
も
匹
敵
す
る
よ
う
な
表
現
力
を
持
っ
て
い
る
。
と
く
に
漢
字
の
も
つ
形
声
文
字
と
し
て
の
機
能
を
定
家
は
意
識
的
に
使
い
分
け
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
「
韻
字
四
季
歌
」
の
韻
は
ど
の
韻
書
に
拠
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。「
韻
歌
百
二
十
八
首
和
歌
」
は
『
童
蒙
頌
韻
』
の
韻
と
同
じ
平
水
韻
の
順
序
に
配
列
さ
れ
て
い
た
（
注
７
）
。「韻
字
四
季
歌
」
の
韻
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
上
平
声
―
微
・
真
・
支
（
二
回
）
・
斉
・
寒
・
冬
・
虞
下
平
声
―
侵
・
先
・
麻
・
塩
・
肴
・
歌
・
尤
・
覃
上
平
八
（「
支
」
が
二
回
）
・
下
平
八
で
十
六
の
韻
字
が
並
ん
で
い
る
。
こ
の
韻
の
序
列
は
ば
ら
ば
ら
で
あ
っ
て
、『
童
蒙
頌
韻
』
と
同
じ
で
は
な
い
。
切
韻
の
三
十
二
韻
の
体
系
を
も
つ
『
平
安
韻
字
集
』
の
韻
の
中
に
含
ま
れ
る
の
で
そ
の
系
統
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
（
注
８
）
。
漢
字
音
の
習
得
は
貴
族
の
教
養
の
必
修
条
件
で
あ
っ
た
か
ら
、『
平
安
韻
字
集
』
に
か
ぎ
ら
ず
こ
の
類
い
の
類
書
は
多
く
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
同
時
代
の
も
の
と
し
て
は
『
明
月
記
』
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
菅
原
為
長
（
一
一
五
八
―
一
二
四
六
）
の
『
文
鳳
抄
』（
注
９
）
と
の
関
係
が
考
え
ら
れ
る
。
侵
冬
覃
虞
冬 尤
歌
寒
斉
支 肴
支
塩
─ 78 ─
為
長
は
「
元
久
詩
歌
合
」（
一
二
〇
五
）
や
建
暦
三
年
「
内
裏
詩
歌
合
」（
一
二
一
三
）
に
も
定
家
ら
と
と
も
に
参
加
し
て
お
り
、『
順
徳
院
御
記
』
に
、「
甲
申
。
此
間
有
中
殿
作
文
之
由
有
沙
汰
。
如
為
長
尤
可
候
と
」（
建
保
四
年
十
一
月
五
日
）
あ
っ
て
、
こ
の
頃
順
徳
院
の
詩
歌
会
に
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。『
文
鳳
抄
』
は
作
詩
の
た
め
の
対
句
や
故
事
の
指
導
書
で
あ
る
が
、
と
く
に
巻
十
は
韻
書
で
あ
る
。
冒
頭
に
「
略
韻
」
と
し
て
上
声
十
六
・
下
声
十
六
の
韻
が
列
挙
さ
れ
て
お
り
、
上
に
挙
げ
た
十
六
の
韻
が
す
べ
て
そ
の
中
に
含
ま
れ
る
。「
韻
字
四
季
歌
」
が
拠
っ
た
韻
は
順
徳
院
か
ら
給
わ
っ
た
と
あ
る
が
、
院
み
ず
か
ら
選
ん
だ
の
か
、
あ
る
い
は
頼
資
か
為
長
に
相
談
し
た
の
か
審
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
同
時
代
と
い
う
こ
と
で
何
ら
か
の
関
係
を
認
め
、
同
時
代
の
傾
向
を
知
る
こ
と
は
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
三
「
韻
字
四
季
歌
」
は
漢
詩
と
和
歌
を
同
じ
韻
・
同
じ
季
節
題
で
詠
ず
る
と
い
う
試
み
で
あ
る
が
、
そ
の
結
果
定
家
の
和
歌
に
ど
の
よ
う
な
作
用
を
及
ぼ
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
漢
詩
の
発
想
・
素
材
・
表
現
な
ど
が
和
歌
的
抒
情
の
世
界
と
ど
れ
だ
け
融
和
す
る
こ
と
が
で
き
、
ど
の
よ
う
な
新
し
み
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
表
現
の
面
か
ら
考
察
を
始
め
よ
う
。
漢
詩
二
句
に
対
応
し
て
、
歌
も
上
句
と
下
句
が
三
句
切
れ
で
切
れ
、
体
言
止
め
で
終
る
も
の
や
、
第
三
句
が
て
止
め
で
切
れ
、
体
言
止
め
で
終
る
も
の
が
目
立
っ
て
い
る
。
ま
た
漢
文
訓
読
の
語
順
に
倣
っ
て
倒
置
法
で
、
最
後
が
「
に
」
と
か
「
を
」
と
い
う
格
助
詞
で
終
る
場
合
が
多
い
。
こ
の
体
言
止
め
や
格
助
詞
止
め
が
和
歌
の
詠
嘆
の
形
式
に
き
わ
だ
っ
た
変
革
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
表
現
形
式
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
詩
の
方
法
に
ま
で
及
ぶ
の
で
あ
る
。
三
句
切
れ
、
体
言
止
め
の
例
を
つ
ぎ
に
示
し
て
み
よ
う
。
妓
楼
花
綻
映
紅
錦
、
樵
径
蕨
生
踏
紫
塵
吹
き
は
ら
ふ
風
だ
に
つ
ら
し
梅
花
　
こ
の
ご
ろ
つ
も
れ
木
の
も
と
の
塵
（
春
　
六
一
二
）
夕
陽
染
影
遠
村
樹
、
微
雨
引
涼
方
丈
池
こ
の
世
に
は
あ
ま
る
ば
か
り
の
光
か
な
　
蓮
の
露
に
月
や
ど
る
い
け
（
夏
　
六
三
三
）
清
漏
移
霜
銀
水
石
、
紅
嵐
吹
浪
錦
江
西
あ
か
つ
き
は
か
か
ら
む
山
の
月
を
み
よ
　
雲
も
と
ま
ら
ず
秋
風
の
西
（
秋
　
六
四
四
）
漢
詩
二
句
が
別
の
風
景
を
対
句
的
に
叙
し
て
い
る
の
に
対
応
し
て
、
歌
の
方
も
上
句
と
下
句
を
別
の
視
点
か
ら
描
い
て
い
る
。『
新
古
今
』
に
も
三
句
切
れ
、
体
言
止
め
が
多
く
み
ら
れ
た
が
、
大
体
に
お
い
て
景
と
情
が
融
合
し
、
余
情
を
残
す
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
あ
げ
た
三
句
切
れ
、
体
言
止
め
は
叙
景
的
で
あ
り
、
上
句
と
下
句
が
空
間
的
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。「
木
の
も
と
の
塵
」
の
塵
は
植
物
で
あ
り
、「
月
や
ど
る
い
け
」
の
池
は
景
物
で
あ
り
、「
秋
風
の
西
」
の
西
は
方
角
で
あ
り
、
景
や
物
を
微
細
に
観
察
し
、
客
観
的
に
表
現
し
て
い
る
。「
木
の
も
と
の
塵
」
は
風
に
散
っ
て
木
の
も
と
に
積
も
っ
た
梅
花
の
花
び
ら
で
あ
る
。
桜
の
花
び
ら
を
雪
に
見
立
て
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
梅
の
落
花
を
塵
と
表
現
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
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ま
た
、
草
庵
雨
裏
送
遅
日
、
花
樹
月
前
夢
少
年
雪
と
の
み
つ
も
れ
ば
つ
ら
し
春
の
か
ぜ
　
別
れ
し
花
の
ふ
る
き
年
年
（
春
　
六
二
一
）
煙
生
翠
竹
村
南
路
　
雲
聳
紫
藤
川
北
家
す
ぎ
が
て
に
も
と
の
春
こ
そ
わ
す
ら
れ
ね
　
あ
る
じ
ふ
り
に
し
道
の
べ
の
家
（
春
　
六
二
四
）
紫
藤
露
底
残
花
色
（
し
と
う
の
つ
ゆ
の
そ
こ
の
さ
ん
く
わ
の
い
ろ
）
翠
竹
煙
中
暮
鳥
声
（
す
い
ち
く
の
け
ぶ
り
の
う
ち
の
ぼ
て
う
の
こ
ゑ
）
（
和
漢
朗
詠
上
・
春
・
藤
・
一
三
四
　
相
規
）
こ
の
「
ふ
る
き
年
年
」「
道
の
べ
の
家
」
も
と
も
に
他
に
用
例
が
な
く
独
特
な
表
現
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
、
あ
る
物
語
や
歴
史
を
連
想
さ
せ
、
叙
事
的
要
素
を
含
ん
で
い
る
。
つ
ぎ
に
第
三
句
が
「
て
止
め
」
で
、
体
言
止
め
を
挙
げ
て
み
よ
う
。
（
注
10
）
閨
砧
杵
向
霜
怨
、
酔
客
徒
誇
白
綺
歌
お
の
づ
か
ら
秋
の
あ
は
れ
を
身
に
つ
け
て
　
か
へ
る
こ
さ
か
の
夕
暮
の
歌
（
秋
　
六
五
四
）
都
門
路
僻
今
誰
問
、
霜
上
独
望
麋
鹿
蹤
う
す
く
こ
き
よ
も
の
紅
葉
を
吹
き
わ
け
て
　
か
た
も
さ
だ
め
ぬ
木
枯
の
跡
（
冬
　
六
六
二
）
治
世
伝
声
鳴
沢
鶴
、
敬
神
喩
礼
在
汀
鳧
か
げ
う
つ
す
山
の
青
葉
も
冬
が
れ
て
　
さ
び
し
き
池
に
の
こ
る
を
し
が
も
（
冬
　
六
六
四
）
こ
の
三
首
も
む
し
ろ
叙
景
的
で
、
客
観
的
に
あ
る
空
間
を
描
写
し
て
い
る
。
和
歌
は
時
間
的
に
継
起
す
る
抒
情
の
流
れ
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
漢
詩
の
対
句
的
表
現
の
影
響
か
ら
同
時
的
な
空
間
を
上
句
と
下
句
に
並
置
す
る
方
法
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
ら
は
猶
か
す
み
も
や
ら
ず
風
さ
え
て
　
雪
げ
に
く
も
る
春
の
よ
の
月
（
新
古
今
・
春
上
・
二
三
　
摂
政
太
政
大
臣
）
春
の
夜
の
ゆ
め
の
う
き
橋
と
だ
え
し
て
　
峰
に
わ
か
る
る
横
雲
の
そ
ら
（
同
・
三
八
　
藤
原
定
家
朝
臣
）
お
ほ
え
山
か
た
ぶ
く
月
の
影
さ
え
て
　
と
ば
た
の
面
に
お
つ
る
か
り
が
ね
　
　
（
同
・
秋
下
・
五
〇
三
　
前
大
僧
正
慈
円
）
『
新
古
今
』
の
第
三
句
が
て
止
め
、
体
言
止
め
の
三
首
を
あ
げ
て
み
た
。
良
経
を
は
じ
め
と
す
る
こ
の
三
人
は
『
新
古
今
』
の
な
か
で
も
新
風
の
代
表
的
歌
人
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
歌
に
も
漢
詩
の
影
響
が
み
ら
れ
た
。
し
か
し
、「
韻
字
四
季
歌
」
の
方
が
も
っ
と
自
由
に
伝
統
に
と
ら
わ
れ
な
い
独
自
の
空
間
を
作
り
出
し
て
い
る
。
つ
ぎ
に
倒
置
法
で
末
句
が
、「
に
止
め
」
や
「
を
止
め
」
で
終
る
も
の
が
多
い
。
「
韻
歌
百
二
十
八
首
」
に
も
「
に
止
め
」
や
「
を
止
め
」
が
多
く
、
そ
れ
は
『
童
蒙
頌
韻
』
の
訓
点
に
似
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
（
注
７
）
。
漢
詩
が
訓
読
さ
れ
る
と
き
、
漢
文
の
語
の
並
べ
方
は
日
本
文
と
逆
に
な
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
倒
置
さ
れ
て
最
後
に
「
に
」
と
か
「
を
」
で
終
る
目
的
格
が
置
か
れ
る
。
ち
な
み
に
「
韻
歌
百
二
十
八
首
」
で
は
体
言
の
終
止
が
五
十
三
首
（
42
パ
ー
セ
ン
ト
）
で
第
一
位
、「
に
止
め
」
が
十
八
首
（
14
パ
ー
セ
ン
ト
）
で
第
二
位
、「
を
止
め
」
が
七
首
（
６
パ
ー
セ
─ 80 ─
ン
ト
）
で
第
三
位
で
あ
っ
た
。「
韻
字
四
季
歌
」
も
同
じ
よ
う
な
傾
向
が
み
ら
れ
、
体
言
止
め
が
二
十
一
首
（
31
パ
ー
セ
ン
ト
）
で
第
一
位
、「
に
止
め
」
が
八
首
（
12
パ
ー
セ
ン
ト
）
で
第
二
位
、「
を
止
め
」
が
三
首
（
５
パ
ー
セ
ン
ト
）
で
第
四
位
で
あ
る
。
第
三
位
は
「
な
り
」
で
五
首
（
８
パ
ー
セ
ン
ト
）
で
あ
る
。
和
歌
に
も
っ
と
も
多
く
み
ら
れ
る
「
か
な
」「
ら
む
」「
け
り
」
の
用
例
は
僅
か
で
、「
韻
字
四
季
歌
」
で
は
詠
嘆
の
終
助
詞
「
か
な
」
は
ゼ
ロ
で
、「
ら
む
」
二
例
、「
け
り
」
が
一
例
み
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
和
歌
的
抒
情
の
文
体
に
な
ん
ら
か
の
変
化
が
生
じ
た
と
認
識
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
「
韻
字
四
季
歌
」
の
「
に
止
め
」「
を
止
め
」
の
例
を
つ
ぎ
に
示
し
て
み
よ
う
。
芳
節
愛
来
望
帝
畿
、
先
花
照
耀
是
春
衣
梅
が
え
の
う
つ
す
匂
は
う
す
か
ら
じ
　
霞
は
よ
わ
き
は
る
の
衣
に
（
春
　
六
〇
七
）
無
事
終
朝
排
望
、
紅
楼
高
挿
夕
陽
辺
山
人
の
ゆ
く
て
の
蕨
て
に
た
め
て
　
し
ば
し
ぞ
や
す
む
岩
の
ほ
と
り
に
（
春
　
六
二
二
）
廬
橘
匂
中
開
露
簟
、
櫚
影
底
巻
風
簾
影
み
ゆ
る
ひ
と
へ
の
衣
う
ち
な
び
く
　
あ
ふ
ひ
も
す
ず
し
白
き
す
だ
れ
に
（
夏
　
六
二
八
）
蛍
照
洲
蘆
微
月
後
、
蝉
鳴
宮
樹
夕
陽
梢
よ
る
な
が
ら
な
き
ぬ
る
鳥
か
行
く
月
の
　
う
つ
ろ
ひ
あ
へ
ぬ
庭
の
梢
に
（
夏
　
六
三
七
）
こ
の
「
に
」
は
倒
置
法
で
動
作
や
作
用
の
場
所
を
「
そ
こ
に
」
と
指
定
し
て
お
り
、
明
確
な
空
間
的
イ
メ
ー
ジ
を
と
も
な
う
。
親
故
抛
吾
忘
旧
好
、
忘
来
誰
問
暮
山
霞
を
し
む
ら
ん
と
は
れ
し
花
も
ち
り
は
て
て
　
春
は
い
く
か
の
み
ね
の
霞
を
（
春
　
六
二
三
）
商
老
昔
客
遺
嶺
雪
、
鄭
公
旧
跡
問
渓
嵐
年
く
れ
て
松
き
る
し
づ
の
身
の
上
に
　
お
ひ
て
ぞ
帰
る
峰
の
嵐
を
（
冬
　
六
六
九
）
「
を
」
と
い
う
格
助
詞
も
漢
文
訓
読
に
お
い
て
目
的
格
を
表
す
場
合
に
用
い
ら
れ
る
が
、
倒
置
さ
れ
て
「
を
止
め
」
に
な
る
も
の
で
、
和
歌
に
お
い
て
「
を
止
め
」
は
「
に
止
め
」
と
と
も
に
本
来
は
使
わ
れ
な
か
っ
た
。『
古
今
集
』
に
お
い
て
詠
嘆
の
意
味
で
「
を
」
で
終
る
例
が
み
ら
れ
、
接
続
助
詞
と
し
て
の
「
に
」
で
終
る
例
は
み
ら
れ
る
が
、
動
作
の
対
象
を
示
す
「
を
」
と
、
存
在
し
、
作
用
す
る
場
所
を
明
確
に
指
示
す
る
「
に
」
で
終
る
用
法
は
『
新
古
今
』
に
な
ら
な
い
と
出
て
こ
な
い
。
そ
れ
は
漢
文
訓
読
の
も
た
ら
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
四
詩
語
の
典
拠
を
調
べ
て
み
る
と
、『
和
漢
朗
詠
集
』
の
白
楽
天
の
詩
句
が
多
い
が
、『
新
撰
万
葉
』
・
『
三
十
六
番
相
撲
立
詩
歌
』
が
と
く
に
目
に
た
つ
。
漢
詩
と
和
歌
を
並
べ
た
先
蹤
と
し
て
尊
重
し
、
学
ぼ
う
と
し
て
い
る
姿
勢
が
窺
わ
れ
る
。
宿
雪
猶
封
松
葉
重
、
早
梅
纔
綻
鳥
声
稀
春
と
だ
に
ま
だ
し
ら
雪
の
ふ
か
け
れ
ば
　
山
路
と
ひ
く
る
人
ぞ
ま
れ
な
る
─ 81 ─
（
同
　
六
〇
九
）
新
路
如
今
穿
宿
雪
（
し
ん
ろ
は
い
ま
し
ゆ
く
せ
つ
を
う
が
つ
）
旧
巣
為
後
属
春
雲
（
き
う
さ
う
は
の
ち
の
た
め
に
は
る
の
く
も
に
よ
く
す
）
（
和
漢
朗
詠
上
・
春
・
鶯
・
七
〇
　
菅
）
こ
の
詩
は
『
菅
家
文
草
』
に
「
早
春
内
宴
、
侍
清
涼
殿
、
同
賦
鶯
出
谷
、
応
製
」
と
あ
る
も
の
の
二
句
で
あ
る
。
無
限
遊
人
愛
早
梅
（
か
ぎ
り
な
く
い
う
じ
ん
さ
う
ば
い
を
あ
い
す
）
花
花
樹
樹
傍
籬
栽
（
は
な
ば
な
き
ぎ
ま
が
き
に
そ
ひ
て
う
う
）
（
新
撰
万
葉
・
二
二
）
妓
楼
花
綻
映
紅
錦
、
樵
径
蕨
生
踏
紫
塵
吹
き
は
ら
ふ
風
だ
に
つ
ら
し
梅
花
　
こ
の
ご
ろ
つ
も
れ
木
の
も
と
の
塵
（
春
　
六
一
二
）
老
鶴
従
来
仙
洞
駕
（
ら
う
か
く
は
も
と
よ
り
せ
ん
と
う
の
か
）
寒
雲
在
昔
妓
楼
衣
（
か
ん
う
ん
は
む
か
し
の
き
ろ
う
の
こ
ろ
も
）
（
和
漢
朗
詠
下
・
故
宮
・
五
三
三
　
菅
）
道
真
の
詩
は
、
王
子
喬
の
故
事
を
踏
ま
え
て
、
嵯
峨
上
皇
の
離
宮
の
あ
り
さ
ま
を
偲
ん
で
い
る
。
寒
雲
は
か
つ
て
の
舞
姫
の
衣
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
定
家
は
そ
の
故
事
を
さ
ら
に
現
在
の
山
路
に
置
き
換
え
て
い
る
。
斜
岸
夕
陽
春
暮
永
、
古
渓
昨
雨
暁
来
深
色
に
い
で
て
ふ
り
し
く
庭
も
う
つ
ろ
ひ
ぬ
　
花
み
て
く
ら
す
春
の
深
さ
に
（
春
　
六
一
七
）
低
翅
沙
鴎
潮
落
暁
（
つ
ば
さ
を
た
る
る
さ
お
う
は
う
し
ほ
の
お
つ
る
あ
か
つ
き
）
乱
糸
野
馬
草
深
春
（
い
と
を
み
だ
る
や
ば
は
く
さ
の
ふ
か
き
は
る
）
（
和
漢
朗
詠
上
・
暮
春
・
四
六
　
菅
）
北
窓
風
力
贈
来
客
、
南
澗
泉
声
是
淡
交
さ
ゆ
り
葉
の
し
ら
れ
ぬ
し
た
に
さ
く
花
の
　
草
の
し
げ
み
に
な
ど
ま
じ
り
け
ん
（
夏
　
六
三
六
）
東
行
西
行
雲
眇
眇
　
二
月
三
月
日
遅
遅
菅
家
後
集
読
楽
天
北
窓
三
友
詩
古
調
（
江
談
抄
・
七
八
　
菅
家
）
「
北
窓
」「
泉
声
」「
淡
交
」
は
白
楽
天
の
詩
に
み
え
る
語
で
あ
る
。
渓
嵐
吹
浪
冬
氷
尽
、
山
気
帯
霞
晩
月
微
た
れ
か
又
花
を
お
そ
し
と
し
ら
せ
ま
し
　
春
を
を
し
ふ
る
鳥
な
か
り
せ
ば
（
春
　
六
〇
八
）
霜
催
砧
杵
村
声
急
　
露
湿
衣
裳
山
気
来
（
三
十
六
番
相
撲
立
詩
歌
・
十
六
番
左
・
秋
）
媚
景
漸
深
情
感
頻
、
林
叢
増
色
鳥
声
新
春
風
の
こ
ほ
り
を
は
ら
ふ
池
水
は
　
や
ど
れ
る
月
の
影
も
あ
ら
た
に
（
春
　
六
一
一
）
天
地
気
晴
迷
昼
夜
　
林
叢
花
白
照
春
秋
（
三
十
六
番
相
撲
立
詩
歌
・
十
四
番
左
　
九
月
十
三
夜
月
下
言
志
）
閑
居
雲
物
在
斯
処
、
牆
柳
林
鶯
幾
動
心
い
か
な
ら
ん
た
え
て
さ
く
ら
の
世
な
り
と
も
　
明
ぼ
の
か
す
む
春
の
心
は
（
春
　
六
一
八
）
─ 82 ─
久
病
昿
心
賞
　
今
朝
一
登
山
　
山
秋
雲
物
冷
（
白
氏
文
集
・
五
・
〇
二
〇
六
　
秋
山
）
香
山
雲
物
自
然
得
　
彭
沢
風
光
孫
後
貽
（
三
十
六
番
相
撲
立
詩
歌
・
十
三
番
左
　
詩
家
秋
色
富
）
林
鶯
何
処
吟
箏
柱
（
り
ん
あ
う
は
い
づ
れ
の
と
こ
ろ
に
か
し
や
う
の
こ
と
ぢ
を
ぎ
ん
ず
る
）
牆
柳
誰
家
曝
麹
塵
（
し
や
う
り
う
は
た
れ
が
い
へ
に
か
き
く
ち
ん
を
さ
ら
せ
る
）
（
和
漢
朗
詠
上
・
春
・
柳
・
一
〇
二
　
白
楽
天
）
雨
後
終
宵
欹
枕
聴
、
松
声
如
旧
水
声
添
す
み
の
江
の
松
の
う
へ
ふ
く
浪
風
に
、
こ
の
比
蝉
の
こ
ゑ
ぞ
う
ち
そ
ふ
（
夏
　
六
三
〇
）
翠
嶺
松
声
似
雅
琴
（
す
ゐ
れ
い
の
し
よ
う
せ
い
が
き
ん
に
に
た
り
）
秋
風
和
処
聴
徽
音
（
し
う
ふ
う
わ
す
る
と
こ
ろ
き
い
ん
を
き
く
）
伯
牙
輟
手
幾
千
歳
（
は
く
が
て
を
や
め
て
い
く
せ
ん
ざ
い
ぞ
）
相
像
古
調
在
此
林
（
お
も
ひ
み
る
い
に
し
へ
の
し
ら
べ
こ
の
は
や
し
に
し
に
あ
る
を
）
（
新
撰
万
葉
・
一
三
〇
）
花
色
魏
年
春
暮
月
　
水
声
周
旦
昔
余
流
（
三
十
六
番
相
撲
立
詩
歌
合
・
五
番
左
　
女
御
入
内
屏
風
詩
曲
水
宴
）
道
真
は
聞
こ
え
て
く
る
松
声
に
伯
牙
の
雅
琴
を
聞
き
、
良
経
は
水
声
に
周
旦
の
余
流
を
聞
く
。
故
事
の
世
界
を
現
実
の
感
覚
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
五
道
真
の
詩
を
典
拠
と
す
る
も
の
に
も
そ
れ
は
認
め
ら
れ
た
が
、
白
楽
天
の
閑
適
詩
へ
の
共
感
が
み
ら
れ
る
。
三
春
芳
節
徐
垂
暮
、
躑
躅
新
開
宿
露
円
は
る
に
す
む
山
の
家
ゐ
を
き
て
と
へ
ば
　
や
よ
ひ
の
月
も
影
ま
と
か
な
り
（
春
　
六
一
九
）
老
住
香
山
初
到
夜
（
お
い
て
か
う
せ
ん
に
す
む
に
は
じ
め
て
い
た
る
よ
）
秋
逢
白
月
正
円
時
（
あ
き
は
く
ぐ
ゑ
つ
の
ま
さ
に
ま
ど
か
な
る
と
き
に
あ
へ
り
）
（
新
撰
朗
詠
・
月
・
二
三
一
　
白
楽
天
）
夏
来
新
樹
葉
徐
暗
、
当
家
山
不
得
瞻
霜
が
れ
の
冬
は
あ
ら
は
に
民
の
す
む
　
こ
や
し
げ
り
行
く
あ
し
ま
に
ぞ
見
る
（
夏
　
六
二
七
）
従
今
便
是
家
山
月
（
い
ま
よ
り
は
す
な
は
ち
こ
れ
か
さ
ん
の
つ
き
）
試
問
清
光
知
不
知
（
こ
こ
ろ
み
に
と
ふ
せ
い
く
わ
う
は
し
る
や
し
ら
ず
や
）
（
新
撰
朗
詠
上
・
月
・
二
三
二
　
白
楽
天
）
北
窓
風
力
贈
来
客
、
南
澗
泉
声
是
淡
交
さ
ゆ
り
葉
の
し
ら
れ
ぬ
し
た
に
さ
く
花
の
　
草
の
し
げ
み
に
な
ど
ま
じ
り
け
ん
（
夏
　
六
三
六
）
夏
の
野
の
繁
み
に
咲
け
る
姫
百
合
の
知
ら
え
ぬ
恋
は
苦
し
き
も
の
ぞ
（
万
葉
・
巻
八
・
一
五
〇
〇
　
坂
上
郎
女
）
─ 83 ─
詩
は
白
楽
天
の
三
つ
の
詩
句
か
ら
と
り
、
歌
も
本
歌
取
り
で
あ
る
。
「
北
窓
」
は
「
文
集
百
首
」
夏
十
首
中
の
「
暑
月
貧
家
何
所
有
、
客
来
唯
贈
北
窓
風
」（
四
二
九
）（
注
11
）
と
「
夏
臥
北
窓
風
、
枕
席
如
涼
秋
」（
四
三
一
）（
注
12
）
、「
泉
声
」
は
閑
居
十
首
中
の
「
更
無
俗
物
当
人
眼
、
但
有
泉
声
洗
我
心
」（
四
七
五
）（
注
13
）
に
も
み
ら
れ
る
。
更
無
俗
物
当
人
眼
（
さ
ら
に
し
よ
く
ぶ
つ
の
ひ
と
の
ま
な
こ
に
あ
た
れ
る
な
し
）
但
有
泉
声
洗
我
心
（
た
だ
い
づ
み
の
こ
ゑ
の
わ
が
こ
こ
ろ
を
あ
ら
ふ
の
み
あ
り
）
（
和
漢
朗
詠
下
・
山
寺
・
五
七
九
）
次
は
白
楽
天
の
『
文
集
』
巻
四
の
諷
喩
詩
か
ら
詩
句
を
と
っ
て
い
る
が
、
諷
喩
の
意
味
は
な
く
、
佳
句
と
し
て
風
景
を
詠
ん
で
い
る
。
蛍
照
洲
蘆
微
月
後
、
蝉
鳴
宮
樹
夕
陽
梢
よ
る
な
が
ら
な
き
ぬ
る
鳥
か
行
く
月
の
う
つ
ろ
ひ
あ
へ
ぬ
庭
の
梢
に
（
夏
　
六
三
七
）
嫋
嫋
兮
秋
風
（
で
う
で
う
た
る
あ
き
の
か
ぜ
に
）
山
蝉
鳴
兮
宮
樹
紅
（
や
ま
の
せ
み
な
い
て
き
う
し
う
く
れ
な
ゐ
な
り
）
（
和
漢
朗
詠
上
・
夏
・
蝉
・
一
九
二
　
白
楽
天
）
次
も
『
文
集
』
巻
四
の
諷
喩
詩
か
ら
詩
句
を
と
っ
て
い
る
。
幸
逢
四
海
両
安
世
、
臨
水
登
山
遊
覧
人
へ
だ
つ
と
て
花
ち
る
山
は
か
ず
そ
は
ず
　
霞
ぞ
う
と
き
を
ち
の
里
人
（
春
　
六
一
四
）
四
海
安
危
照
掌
内
（
し
か
い
の
あ
ん
く
ゐ
は
た
な
ご
こ
ろ
の
う
ち
に
て
ら
し
）
百
王
理
乱
懸
心
中
（
は
く
わ
う
の
り
ら
ん
は
こ
こ
ろ
の
う
ち
に
か
け
た
り
）（和
漢
朗
詠
下
・
百
練
鏡
・
六
五
五
　
白
居
易
）
こ
れ
も
『
文
集
』
巻
四
の
諷
喩
詩
で
あ
る
。
節
属
煙
霞
風
景
好
、
香
袂
細
馬
互
相
尋
世
に
し
ら
ぬ
お
ぼ
ろ
月
よ
は
か
す
み
つ
つ
　
草
の
原
を
ば
た
れ
か
尋
ね
ん
（
春
　
六
一
五
）
車
軟
輿
貴
公
主
（
ひ
き
よ
ぜ
ん
よ
の
く
ゐ
こ
う
し
ゆ
）
香
衫
細
馬
豪
家
郎
（
き
や
う
さ
む
せ
い
ば
の
か
う
か
の
ら
う
）
（
和
漢
朗
詠
集
下
・
六
六
六
・
親
王
付
王
孫
・
牡
丹
芳
　
白
）
こ
の
「
牡
丹
芳
」
と
い
う
詩
は
「
美
天
子
憂
農
也
」
と
あ
っ
て
、
天
子
が
牡
丹
よ
り
も
農
を
憂
う
る
こ
と
を
褒
め
て
い
る
。「
車
軟
輿
貴
公
主
」
は
、
低
い
車
、
柔
ら
か
な
輿
の
天
子
の
姫
、「
香
衫
細
馬
豪
家
郎
」
は
香
を
焚
き
こ
め
た
上
着
を
着
て
、
飼
い
馴
ら
し
た
よ
い
馬
に
乗
っ
た
富
豪
の
若
君
で
あ
る
。
そ
れ
が
『
源
氏
物
語
』「
花
の
宴
」
の
巻
の
光
源
氏
と
朧
月
夜
に
相
当
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
歌
の
方
は
朧
月
夜
の
「
う
き
身
世
に
や
が
て
消
え
な
ば
尋
ね
て
も
草
の
原
を
ば
問
は
じ
と
や
思
ふ
」（
花
宴
）
と
光
源
氏
の
「
世
に
知
ら
ぬ
心
地
こ
そ
す
れ
有
明
の
月
の
ゆ
く
へ
を
空
に
ま
が
へ
て
」（
同
）
の
詞
を
そ
の
ま
ま
取
っ
て
お
り
、
諷
喩
の
意
味
は
な
い
。そ
の
ほ
か
「
霞
隔
南
山
黄
綺
跡
」（
春
　
六
二
〇
）、「
康
陶
令
定
作
嘲
」（
夏
六
三
五
）
な
ど
に
思
想
的
な
も
の
が
う
か
が
わ
れ
る
。
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六宮
廷
人
と
し
て
の
定
家
の
現
実
体
験
が
、
む
し
ろ
漢
詩
の
方
に
窺
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
た
と
え
ば
歌
吹
出
霞
禁
苑
夕
、
綺
羅
薫
月
（
注
14
）
洛
城
春
ふ
る
さ
と
の
花
と
月
と
に
こ
と
と
は
ん
　
こ
れ
は
み
し
よ
の
あ
り
し
春
か
と
（
春
　
六
一
三
）
こ
の
詩
は
あ
の
有
名
な
大
内
の
花
見
の
帰
り
の
く
だ
り
を
想
起
さ
せ
る
。
大
内
の
花
ざ
か
り
に
、
宮
内
卿
藤
少
将
な
ど
に
さ
そ
は
れ
て
春
を
へ
て
み
ゆ
き
に
な
る
る
花
の
陰
ふ
り
ゆ
く
身
を
も
あ
は
れ
と
や
思
ふ
（
拾
遺
愚
草
下
・
春
　
二
一
六
九
）
定
家
が
家
隆
・
雅
経
・
家
長
ら
と
車
に
相
乗
り
し
て
笛
を
吹
き
、
唱
歌
し
て
内
裏
を
出
る
場
面
で
あ
る
（『
明
月
記
』
建
仁
三
年
二
月
廿
四
日
、『
家
長
日
記
』
大
内
花
御
覧
　
建
仁
三
年
弥
生
の
十
日
あ
ま
り
）。
歌
の
方
は
現
在
の
月
と
花
に
向
か
っ
て
昔
を
問
う
て
い
る
。
無
事
終
朝
排
望
、
紅
楼
高
挿
夕
陽
辺
山
人
の
ゆ
く
て
の
蕨
て
に
た
め
て
　
し
ば
し
ぞ
や
す
む
岩
の
ほ
と
り
に
（
春
　
六
二
二
）
こ
の
詩
は
無
事
に
朝
廷
の
仕
事
を
終
え
、
窓
を
押
し
開
け
て
、
遠
く
を
望
む
と
い
う
詩
句
に
、
歌
の
方
は
蕨
を
摘
ん
で
い
る
山
人
が
岩
の
ほ
と
り
に
休
ん
で
い
る
風
景
を
詠
ん
で
い
る
。
心
を
解
放
し
て
、
遠
く
を
望
む
夢
想
に
見
え
た
風
景
な
の
だ
ろ
う
か
。
安
ら
ぎ
の
気
分
で
共
通
し
て
い
る
。
閨
砧
杵
向
霜
怨
、
酔
客
徒
誇
白
綺
歌
お
の
づ
か
ら
秋
の
あ
は
れ
を
身
に
つ
け
て
　
か
へ
る
こ
さ
か
の
夕
暮
の
歌
（
秋
　
六
五
四
）
「
酔
客
徒
誇
」
と
い
う
詩
句
も
酔
客
が
誇
ら
し
げ
に
「
白
綺
歌
」
を
歌
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
配
さ
れ
た
歌
が
牧
歌
的
な
も
の
で
あ
る
。
定
家
は
後
に
、
山
人
の
う
た
ひ
て
帰
る
夕
よ
り
に
し
き
を
い
そ
ぐ
峰
の
も
み
ぢ
ば
（
関
白
左
大
臣
家
百
首
・
紅
葉
　
一
四
三
七
）
と
詠
ん
で
い
る
。
自
由
な
空
想
と
写
実
性
が
一
つ
に
な
っ
て
い
る
こ
の
歌
の
原
点
が
こ
の
よ
う
な
創
作
体
験
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
「
韻
字
四
季
歌
」
に
は
山
人
・
樵
夫
・
樵
径
・
蕨
な
ど
を
素
材
に
し
た
歌
が
多
い
。
山
人
は
次
の
よ
う
に
仙
人
の
意
味
で
詠
ま
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
れ
が
実
在
の
存
在
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
君
が
世
は
を
の
の
え
朽
ち
し
仙
人
（
や
ま
び
と
）
の
千
度
か
へ
ら
ん
時
も
か
は
ら
じ
（
長
秋
詠
草
・
慶
賀
二
首
・
九
六
）
み
よ
し
の
の
お
く
に
す
む
な
る
や
ま
人
の
は
る
の
こ
ろ
も
は
か
す
み
な
り
け
り
（
秋
篠
月
清
集
・
二
夜
百
首
・
霞
五
首
一
〇
四
）
蕨
は
『
万
葉
』
以
来
早
春
の
風
物
と
し
て
詠
ま
れ
、「
堀
河
百
首
」
の
題
と
し
て
『
金
葉
』
の
頃
か
ら
詠
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
。
や
ま
ざ
と
は
の
べ
の
さ
わ
ら
び
も
え
い
づ
る
を
り
に
の
み
こ
そ
人
は
と
ひ
け
れ
（
金
葉
・
春
・
七
一
　
奈
良
に
て
人
人
百
首
歌
よ
み
は
べ
り
け
る
に
さ
わ
ら
び
を
よ
め
る
　
権
僧
正
永
縁
）
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そ
の
蕨
の
本
意
に
次
の
よ
う
な
漢
詩
の
「
紫
塵
」
の
意
が
加
わ
る
。
紫
塵
嫩
蕨
人
拳
手
（
し
ち
ん
の
わ
か
き
わ
ら
び
は
ひ
と
て
を
に
ぎ
る
）
碧
玉
寒
蘆
錐
脱
嚢
（
へ
き
ぎ
よ
く
の
さ
む
き
あ
し
は
き
り
ふ
く
ろ
を
た
つ
す
）（
和
漢
朗
詠
上
・
早
春
・
一
二
　
小
野
篁
）
む
ら
さ
き
の
ち
り
う
ち
は
ら
ひ
は
る
の
の
に
あ
さ
る
わ
ら
び
の
も
の
う
げ
に
し
て
（
六
条
修
理
大
夫
集
・
蕨
　
一
八
九
　
顕
季
）
う
ち
や
す
む
道
行
ず
り
の
手
ず
さ
み
に
を
れ
る
わ
ら
び
は
つ
か
ね
だ
に
な
し
（
林
葉
集
・
行
路
蕨
と
い
ふ
事
を
・
一
八
〇
　
俊
恵
）
つ
ま
木
に
は
の
べ
の
さ
わ
ら
び
折
り
そ
へ
て
春
の
夕
に
か
へ
る
山
人
（
壬
二
集
・
堀
河
院
百
首
題
　
一
〇
九
）
わ
ら
び
を
る
お
な
じ
山
路
の
ゆ
き
ず
り
に
春
の
み
や
す
む
岩
の
も
と
か
な
（
拾
遺
愚
草
・
五
〇
九
）
ま
た
「
樵
夫
」
も
歌
林
苑
の
歌
人
た
ち
が
詠
ん
だ
歌
題
で
「
六
百
番
歌
合
」
で
は
恋
題
に
加
わ
っ
て
い
る
。
逢
樵
夫
問
花
の
心
を
歌
林
苑
人
人
読
み
侍
り
し
に
を
り
え
た
る
妻
木
こ
る
を
に
物
ま
う
す
彼
峰
な
る
は
雲
か
桜
か
（
頼
政
集
・
六
六
）
花
と
見
す
る
つ
ま
ぎ
の
ゆ
き
の
い
つ
は
り
を
お
ひ
て
ぞ
か
へ
る
冬
の
や
ま
人
（
秋
篠
月
清
集
・
樵
夫
　
一
三
二
〇
）
樵
夫
歌
返
残
花
夕
　
巫
女
夢
芳
行
雨
時
（
建
保
元
年
二
月
内
裏
詩
歌
合
・
十
八
番
　
左
）
妓
楼
花
綻
映
紅
錦
　
樵
径
蕨
生
踏
紫
塵
吹
き
は
ら
ふ
風
だ
に
つ
ら
し
梅
花
　
こ
の
ご
ろ
つ
も
れ
木
の
も
と
の
塵
（
春
　
六
一
二
）
遊
客
漸
辞
庭
有
草
、
樵
夫
独
往
嶺
無
花
春
は
い
ぬ
あ
を
葉
の
桜
お
そ
き
日
に
　
と
ま
る
か
た
み
の
夕
暮
の
花
（
春
　
六
二
五
）
和
歌
表
現
は
時
間
に
即
し
て
な
さ
れ
る
が
、
漢
詩
の
表
現
は
大
き
く
空
間
に
開
か
れ
て
い
る
。
仙
人
、
神
女
な
ど
の
空
想
の
世
界
が
歌
に
詠
ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
身
近
な
日
常
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
漢
詩
に
お
け
る
想
像
力
の
自
在
さ
が
も
た
ら
し
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
遠
い
存
在
が
身
近
な
も
の
と
な
り
、
空
想
と
現
実
が
、
虚
と
実
が
入
り
混
じ
る
。
定
家
は
和
歌
的
表
現
の
現
実
性
に
基
づ
き
な
が
ら
、
漢
詩
的
な
空
間
表
現
の
方
法
を
獲
得
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
最
後
に
定
家
の
感
性
が
見
出
し
た
詩
語
が
新
し
い
歌
題
と
な
っ
た
例
を
あ
げ
て
お
く
。
孤
夢
未
結
暁
鐘
急
　
団
扇
暫
忘
晨
月
繊
玉
の
を
の
な
が
き
世
ち
ぎ
れ
し
ら
い
と
に
　
ま
が
ふ
あ
や
め
の
根
は
ほ
そ
く
と
も
（
夏
　
六
二
九
）
こ
の
「
孤
夢
」
は
蘇
軾
の
次
に
あ
げ
る
詩
に
初
め
て
見
え
る
漢
語
で
あ
る
。
定
家
は
こ
の
詩
を
読
ん
で
い
た
か
ど
う
か
は
判
明
し
な
い
が
、「
前
赤
壁
賦
」
に
み
え
る
「
麋
鹿
」
と
い
う
語
も
使
用
し
て
い
る
。「
麋
鹿
」
は
道
真
の
詩
に
も
み
え
る
の
で
、
こ
れ
も
推
定
の
域
を
で
な
い
が
、
定
家
は
唐
詩
だ
け
で
は
な
く
、
宋
の
詩
も
読
ん
で
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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二
月
二
十
六
日
、
雨
中
熟
睡
、
至
晩
、
強
起
出
門
、
還
作
此
詩
、
意
思
殊
昏
昏
也
卯
酒
困
三
杯
、
午
餐
便
一
肉
。
雨
声
来
不
断
、
睡
味
清
且
熟
。
昏
昏
覚
還
臥
、
輾
轉
無
由
足
。
強
起
出
門
行
、
孤
夢
由
可
続
。
泥
深
竹
鶏
語
、
村
暗
鳩
婦
哭
。
明
朝
看
此
詩
、
睡
語
応
難
読
。
（
蘇
軾
詩
集
・
二
〇
・
一
〇
四
〇
）
「
孤
夢
」
は
そ
の
後
新
し
い
歌
題
と
な
っ
て
、
正
徹
や
正
広
な
ど
定
家
の
後
を
継
ぐ
歌
人
た
ち
の
間
で
盛
ん
に
詠
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
「
春
衣
」（
春
　
六
〇
七
）
も
後
に
歌
の
題
と
し
て
定
着
す
る
。『
玉
葉
』
の
為
子
を
は
じ
め
伏
見
院
や
尭
孝
・
正
徹
・
正
広
な
ど
に
多
く
用
例
が
み
ら
れ
る
。
定
家
以
前
に
用
例
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
「
夕
暮
の
花
」（
春
　
六
二
五
）
も
、
後
に
伏
見
院
と
常
縁
が
詠
ん
で
い
る
。
今
回
の
調
査
は
表
現
の
面
に
集
中
し
た
の
で
、
内
容
研
究
は
次
の
機
会
に
譲
り
た
い
。テ
キ
ス
ト
は
「
拾
遺
愚
草
員
外
雑
歌
」
お
よ
び
『
和
漢
朗
詠
集
』
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
る
。
注
１
『
続
群
書
類
従
』
巻
第
四
二
一
所
収
２
　
石
田
吉
貞
『
藤
原
定
家
の
研
究
』
年
譜
（
昭
32
）、
久
保
田
淳
『
訳
注
　
藤
原
定
家
全
歌
集
　
下
』
頭
注
お
よ
び
年
譜
（
昭
61
）
３
　
『
増
補
史
料
大
成
』
歴
代
宸
記
（
昭
40
）
４
　
『
新
編
国
歌
大
観
』
解
題
（
昭
60
）
５
　
兼
築
信
行
「
韻
外
雑
哥
の
諸
本
」（「
国
文
学
研
究
82
」
昭
59
）、
久
保
田
淳
『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
　
拾
遺
愚
草
』
解
題
６
　
井
上
宗
雄
編
『
早
稲
田
大
学
蔵
資
料
影
印
叢
書
　
中
世
歌
書
集
二
』（
兼
築
信
行
解
題
　
平
１
）
７
　
「
定
家
の
『
韻
歌
百
二
十
八
首
和
歌
』
に
つ
い
て
」（「
文
芸
研
究
39
」
昭
36
）
８
　
大
友
信
一
「『
平
安
韻
字
集
』
考
」（「
岡
山
大
学
教
育
学
部
研
究
集
禄
」
（
43
）、
山
崎
誠
「『
平
安
韻
字
集
』
小
識
」（『
中
世
学
問
史
の
基
底
と
展
開
』
平
５
）
９
　
本
間
洋
一
校
注
『
文
鳳
抄
』（『
歌
論
歌
学
集
成
別
巻
二
』
平
13
）
10
『
新
編
国
歌
大
観
』
は
「
寞
」
で
あ
る
が
、
吉
沢
本
・
早
稲
田
大
学
蔵
本
に
よ
り
訂
正
。
11
「
新
昌
閑
居
招
楊
郎
中
兄
弟
」（
文
集
・
五
五
・
二
五
二
八
）
12
「
贈
呉
丹
」（
同
・
五
・
〇
一
九
六
）
13
「
宿
霊
巌
寺
上
院
」（
同
・
五
四
・
二
四
八
九
）
14
『
新
編
国
歌
大
観
』
は
「
洛
月
」
で
あ
る
が
、
吉
沢
本
・
早
稲
田
大
学
蔵
本
に
よ
り
訂
正
。
（
あ
か
は
ね
　
し
ゅ
く
／
本
学
教
授
）
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